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上町屋�

メジロ� カルガモ�

ミンミンゼミ�

スギ・ヒノキ植林�
林の高さは20m以上で、林床にはイヌビワ、アオ�
キなどが茂り、シダ類もみられ、その他にも40種類�
に近い植物が生育しています。�

�

ため池上流側の湿地状の部分�
落葉が堆積していて、ヘドロ状になっています。�
一度水をぬいて、堆積物をさらう必要があると考えられます。�
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上町屋�

◆調査確認種数�

　植物：60科125種�
　動物�
　　哺乳類：モグラ他 2科2種�
　　鳥類：13科19種�
　　昆虫類：31科78種�

◆特記事項�

 上町屋は、住宅地に囲まれた小面積の斜面で、
大部分が針葉樹の植林となっていて、生物相も
単純です。�
�
 しかし、この緑地も動物の移動には重要なので、
緑地の質を高め、周辺緑地との連続性を高める
ような整備を行うことが重要です。�

昌清院�

◆調査確認種数�

　植物：70科136種�
　動物�
　　哺乳類：1科1種�
　　鳥類：17科21種�
　　爬虫類：トカゲ、カナヘビ 2科2種�
　　昆虫類：53科106種�
　　魚類：1科1種�
　　底生動物：7科7種�

◆特記事項�

　昌清院は社寺林で、ため池があり、鎌倉中央
公園〔台峯〕と連続しています。そのため、面
積は小さいですが、比較的多くの動物種が確
認されました。�
�
　昌清院のため池には、枯木が倒れ込み、落葉
が底に厚く堆積し、水深が浅くなっています。�

カワセミ�

ヤブコウジースダジイ群集�
発達したスダジイ林で、高木層にはハリギリなどの夏緑広葉樹が混ざってい�
ますが、林内の植物はほとんどが常緑で、林床にもスダジイが一面に茂って�
います。�

ため池�
寺の境内にあり、静かな環境が保たれています。�
地元市民の話では、隣接する鎌倉中央公園〔台峯〕から、カワセミ�
やカモ類などの水鳥が、時々飛来してくるそうです。�

昌清院�

モンキアゲハ（吸水）�
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鎌倉中央公園〔台峯〕�

�

沼沢林�
水田の跡地に生育しているハンノキ湿性林です。�
林床にはハンゲショウ、ドジョウツナギなど、湿原の植物が生�
育しています。�
市内ではハンノキ林は少なく、貴重です。�

ため池�
道に近く、容易に近付けます。�
ため池の下流は、放棄水田と素ぼりの水路です。�
上流には、湿地が広がっています。�

ヘイケボタルとゲンジボタルの分布�
ヘイケが青�
ゲンジが赤　　　　で示しました。�
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〈鎌倉中央公園〔台峯〕〉�
�注 現在整備中の鎌倉中央公園に隣接する�
　　地区を示します。�

湿地�
谷底面が開放していて明るい湿地です。�
ハンゲショウが生育しています。�
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鎌倉中央公園〔台峯〕�

◆調査確認種数�

　植物：104科361種�
　動物�
　　哺乳類：ノウサギ、カヤネズミ、タヌキ他 6科7種�
　　鳥類：フクロウ他 21科38種�
　　爬虫類：4科6種�
　　両生類：4科6種�
　　昆虫類：127科453種�
　　魚類：モツゴ、ホトケドジョウ、クロヨシノボリ�
　　　 　  3科3種�
　　底生動物：25科30種�

◆特記事項�

　鎌倉中央公園〔台峯〕は、全体的に確認個体
数が多く、特に爬虫類、両生類は多く確認され
ました。�
�
　鎌倉中央公園〔台峯〕は、他地区と比べて面
積が大きく、そのうえ尾根と谷が織りなす変化
に富んだ自然環境が形成され、湧水、ため池、
湿地、素ぼりの水路など、多様な水系が存在し、
立地に特有な植生も保たれていて、動物にとっ
ては良好な生息環境が維持されているといえ
ます。�

ホトケドジョウを確認�

オギ群落�
水田の跡地に茂ったオギ原です。�
ヨシよりも少し乾いたところにはえ、この草原は�
市内でも少なくなっています。� 林縁を流下している水路�

ヨシ群落�
水田の跡地に茂ったヨシ原です。�
高さ80cmぐらいのヨシの散生地の下層にはミゾソバが密生し�
ています。�



47

鎌倉中央公園〔台峯〕�

ジャコウアゲハ�

セスジツユムシ�

カシラダカ�

ツリフネソウ� カナヘビ　　　　　　　　　　シマヘビ� クロマドボタルの幼虫�

モツゴ�

�

ノウサギの糞�

※凡例は前ページ参照のこと�

クロヨシノボリ�

シュレ－ゲルアオガエル　ニホンアカガエル�

ヒメギス�
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アライグマ（外来種）�

フクロウを確認�

タヌキ�アカゲラ�

タヌキの糞�

カヤネズミの巣�

アオダイショウ�

ハンゲショウ�




